




（単位：千円）

国県支出金 そ の 他
うち引上げ分
の地方消費税

障 害 者 福 祉 714,994 459,519 7,523 247,952 56,361

高 齢 者 福 祉 37,043 983 7,485 28,575 6,495

児 童 福 祉 102,683 65,725 15,181 21,777 4,950

母 子 福 祉 12,612 8,450 57 4,105 933

小 計 867,332 534,677 30,246 302,409 68,739

介 護 保 険 276,254 17,580 0 258,674 58,798

国 民 健 康 保 険 132,896 83,014 0 49,882 11,339

後期高齢者医療 329,468 49,468 0 280,000 63,646

小 計 738,618 150,062 0 588,556 133,783

医 療 88,623 37,749 3,619 47,255 10,741

疾 病 予 防 対 策 59,502 273 8,089 51,140 11,624

小 計 148,125 38,022 11,708 98,395 22,365

1,754,075 722,761 41,954 989,360 224,887
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地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた
社会保障４経費その他社会保障施策に要した経費

項 目 名 事 業 費

財 源 内 訳

特 定 財 源

一 般 財 源



（単位：％、千円）

令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 令 和 5 年 度 令 和 6 年 度 令 和 7 年 度 早期健全化 財 政 再 生

健全化判断比率 - - - - - 14.86 20.00
普通会計を対象とした実質
赤字の標準財政規模に対す
る比率

- - - - - 19.86 30.00
全会計を対象とした実質赤
字（又は資金の不足額）の標
準財政規模に対する比率

8.2 7.6 7.7 8.7 9.1 25.0 35.0
普通会計が負担する元利償
還金及び準元利償還金の標
準財政規模に対する比率

6.1 9.4 13.6 17.7 16.5

5,211,166 5,037,886 4,995,894 5,036,267 5,223,596 - - 
地方公共団体の標準的な状
態で通常収入されるであろう
一般財源の総量（規模）

資金不足比率 - - - - - - - 

連結実質赤字比率

実質公債費比率

公営企業ごとの資金の不足
額の事業の規模に対する比
率

350.0 - 
普通会計が将来負担すべき
実質的な負担の標準財政規
模に対する比率

標準財政規模

将来負担比率

下水道事業

５.　健全化判断比率等

区 分 説 明
基 準 比 率

名 称
比率等

実質赤字比率

【参考】
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